
〇学力づくり，豊かな心づくり，命を守る，健やかに働ける職場づくり
を学校全体の達成目標として高いレベルで取り組んでおり，結果とし
て，保護者や地域が深く学校教育や経営に関わりやすい状態を作っ
ていると感じた。

〇業務改善については，現場での取組に加えてAＩを取り入れた授
業計画づくりに視点を置きながら，教員のスキルアップを図り，少し
でも良い結果につながるよう，業務分担も含めて進めてほしい。
〇どの項目も今後の継続が重要であり，更なる定着を期待したい。
特に防災教育は年々薄れていく記憶を呼び覚まし，語り継いでいくこ
とで，確かなものとなるよう，保護者や地域を巻き込んだ取組をお願
いしたい。

※　評価は，Ａ（とても適切），Ｂ（概ね適切），Ｃ（あまり適切でない），Ｄ（まったく適切でない），Ｎ（分からない）

自己評価の結果の分析
の適切さ

その他

〇通学路における児童の安全について，警察や保護者，地域と連携して，
点検や啓発，改善をお願いしたい。
〇来年度のクラス減に伴い，今にも増して教職員にとって多忙になることが
予想されるが，このことは，子ども達の教育環境に直結する問題であると感
じる。教職員の働き方改革については，重要課題である，タブレットやAＩがど
のように活用されていくか，今後も注視していきたい。

〇子どもの主体性を引き出すための工夫がされており，一人ひとり
の児童の特性や学力に合わせた学びが保障されるよう，教職員の
連携が大切にされている。
〇豊かな心を育むため，協働の心を育てる部分で，高学年がリー
ダーシップを発揮できる場面づくりができたことは，大きな成果であ
ると感じた。
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理由・意見

〇子どもの実態に合わせた目標や指標が設定されており，各クラス
の授業も目標を意識した上で創意工夫しており，適切であると感じ
た。
〇３学期の授業参観で，どのクラスも学びへの意欲やクラスを盛り
上げようとする雰囲気を強く感じた。

目標，指標の設定の
適切さ

安浦中学校区　校番　３２　学校名　安浦小学校（　中間 ・ 最終　）

目標達成のための方策
の適切さ

令和7年3月3日

学校関係者評価を受け
ての今後の改善策

〇児童の確かな学力の向上を図るため，引き続き，児童が「分かる・できる」
と感じる授業改善を推進する。
〇児童の「協働」の心を育てるため，学校行事や縦割り班活動の取組を充
実させる。
○児童や地域の実態に沿った安全教育を推進し，児童の「自分の命は自分
で守る」ための実践力を高める。
○防災教育の充実に向け，「安浦小防災教育カリキュラム」を作成し，発達
段階に沿った系統的な指導の充実を図る。
○教職員がゆとりをもち，児童と向き合う時間が確保できるように，行事や
業務内容の見直したり，AＩドリル等を効果的に活用したりして，働き方改革
を推進する。

今後の改善策（案）の
適切さ
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